
 
 

第 44 回サステナビリティ基準委員会 
資料番号 審議事項 A1-7 

日付 2024年 11 月 28 日 

  
 

プロジェクト IFRS S1号及び IFRS S2号に相当する基準の開発 

項目 
当委員会の補足文書とする IFRS S1号及び IFRS S2号に関する付属ガイダン

ス、並びに ISSBの教育的資料 
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Ⅰ．本資料の目的 

1. 当委員会は、2024年 3月 29日に、次の公開草案（以下あわせて「本公開草案」という。）

を公表した。 

(1) サステナビリティ開示ユニバーサル基準公開草案「サステナビリティ開示基準の適

用（案）」（以下「適用基準案」という。） 

(2) サステナビリティ開示テーマ別基準公開草案第 1号「一般開示基準（案）」 

(3) サステナビリティ開示テーマ別基準公開草案第 2号「気候関連開示基準（案）」（以

下「気候基準案」という。） 

2. 本公開草案のコメント期間は 2024 年 7 月 31 日までであり、本公開草案に対して 100 通

を超えるコメントが寄せられた。 

3. 本資料は、本公開草案に寄せられたコメントのうち、国際サステナビリティ基準審議会

（以下「ISSB」という。）が公表している IFRS S1 号「サステナビリティ関連財務情報の

開示に関する全般的要求事項」（以下「IFRS S1号」という。）及び IFRS S2号「気候関

連開示」（以下「IFRS S2 号」という。）に関する付属ガイダンス、並びに教育的資料に

関する検討を行うことを目的としている。 

Ⅱ．事務局による提案の要約 

4. 本論点に関する事務局の提案を要約すると、次のとおりである（後述の第 20 項及び第 21

項参照）。 

(1) ISSB が公表している次の文書については、当委員会が公表するサステナビリティ開

示基準（以下「SSBJ 基準」という。）の適用にあたり参考にできるように、当委員

会の補足文書とする。 

① IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」に
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関する付属ガイダンス1 

② IFRS S2号「気候関連開示」関する付属ガイダンス2 

③ 教育的資料「気候関連のリスク及び機会の自然及び社会的側面」3 

④ 教育的資料「IFRS S1号における要求事項を満たすための『SASBスタンダード』

の使用」4 

⑤ 教育的資料「現在の及び予想される財務的影響」5 

⑥ 教育的資料「サステナビリティ関連のリスク及び機会、並びに重要性がある情報

の開示」6 

Ⅲ．これまでの議論 

問題の所在 

5. 当委員会は、当委員会が高品質で国際的に整合性のあるサステナビリティ開示基準を開

発するにあたり、ISSB が公表した IFRS サステナビリティ開示基準（以下「ISSB 基準」

という。）と整合性のあるものとすることが市場関係者にとって有用であると考え（適用

基準案 BC4項）、本公開草案には、ISSBの IFRS S1 号及び IFRS S2号の要求事項をすべ

て取り入れたうえで、我が国独自の状況を勘案して、必要に応じて国際的な基準の定め

を修正した選択肢を追加している。 

6. SSBJ 基準は、基準の読みやすさを考慮し文案を作成しているものの、それを適用した場

合の開示が ISSB基準を適用した場合の開示と整合するよう、その用語及び定義について

 
1 https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/publications/pdf-standards-issb/english/2023/issued

/part-b/issb-2023-b-ifrs-s1-general-requirements-for-disclosure-of-sustainability-related-

financial-information-accompanying-guidance-part-b.pdf 
2 https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/publications/pdf-standards-issb/english/2023/issued

/part-b/issb-2023-b-ifrs-s2-climate-related-disclosures-accompanying-guidance-part-b.pdf 
3 https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/supporting-implementation/ifrs-s2/issb-naturesocial

aspectsofclimate-relatedrisks-dec2023.pdf 
4 https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/supporting-implementation/ifrs-s1/using-sasb-standa

rds-for-ifrs-s1.pdf 
5 https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/supporting-implementation/issb-standards/ca-present

ation-p1.pdf 

https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/supporting-implementation/issb-standards/ca-presenta

tion-p2.pdf 
6 https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/supporting-implementation/issb-standards/issb-mater

iality-education-material.pdf 
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は基本的に ISSB基準の内容をそのまま取り入れている。 

7. そのような中、ISSBが公表している IFRS S1号及び IFRS S2号に関する付属ガイダンス、

並びに教育的資料に関する要望についてコメントが寄せられた。 

Ⅳ．寄せられたコメントの分析 

（１）ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料について 

（寄せられたコメント） 

8. 本論点に対し、主に保証業務実施者から、次のように SSBJ基準における IFRS S1 号及び

IFRS S2号に関する付属ガイダンス、並びに ISSBの教育的資料の位置付けの明確化やそ

の日本語訳の公表を求めるコメントが寄せられた。 

（作成者及び保証業務実施者からのコメント） 

(1) 本公開草案では、ISSB基準の例示的ガイダンスや ISSBが発行する強制力のない教育

的資料等の参照に関する要求事項や適用指針は存在しない。SSBJ が 6 月に公表した

「SSBJ 基準案に寄せられた主な質問」において、これらの例示的ガイダンスや教育

的資料は有用なことがあると説明されているが、適用基準等において、これらの強制

力のないガイダンス等の位置付けを明確にすることを望む。 

（保証業務実施者からのコメント） 

(2) 我が国のサステナビリティ開示基準がよりよく理解され、多くのサステナビリティ

開示の円滑な導入も重要であり、基準の適用に大きなバラつきが生じる状況を避け

る必要がある。この観点からは、実務における適用支援のための教育的資料等が日本

語で提供されることが重要であると考える。加えて、我が国における解釈が ISSBに

よって提供される解釈と整合的であることも重要である。そこで、ISSB が作成した

教育的資料の中で、要求事項を解釈する上で必要性が高いと考えられるものは、当該

文書の日本語訳が発行されるようにすることが考えられる。 

(3) IFRS S1号および IFRS S2号の付属ガイダンスの内容は、適用に際して必要な情報と

考えられる。このため、これらを「補足文書」などの形で公表することを検討いただ

きたい。 

(4) SSBJにおいて現状行われている各種の適用支援の取組み（例えば、SSBJのウェブサ

イトにおける ISSB が公表した教育的資料の一覧の公表や関連する和訳の公表など）
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は、適用にあたって非常に有益と考える。適用支援の観点から、今後もこのような取

組みが継続されることを強く期待する。 

（事務局による分析） 

ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料の SSBJ 基準における位置付けについ

ての検討 

9. ISSBは、ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料を公表することがある。これ

らは ISSB基準を構成しないため、ISSB基準の適用にあたり、従わなければならないもの

ではない（強制力がない）。 

10. 一方で、ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料には、ISSB基準の適用におい

て参考となるものがある。前項のとおり、ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的

資料には強制力がないものの、ISSBから公表されている文書であることから、ISSB以外

の者が公表する文書と比べ、ISSB 基準を適用するにあたり、作成者、利用者及び保証業

務実施者が参考にする蓋然性が高いものになると考えられる。 

11. 本資料第 6項のとおり、SSBJ基準は、それを適用した場合の開示が ISSB基準を適用した

場合の開示と整合するよう開発が行われている。ISSB 基準適用企業が ISSB 基準の適用

にあたり参考にする蓋然性が高いと考えられる文書を、SSBJ 基準適用企業が SSBJ 基準

の適用にあたり参考にできるようにすることにより、SSBJ 基準適用企業が行う開示が

ISSB基準を適用した場合の開示とより整合するようになる可能性があると考えられる。 

12. したがって、ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料のうち、ISSB 基準の適用

において参考となるものについては、SSBJ 基準適用企業が SSBJ 基準の適用にあたり参

考にできるようにすることが考えられる。 

13. ここで、当委員会が公表する文書としては、次のものがある。 

(1) サステナビリティ開示基準（ユニバーサル基準、テーマ別基準、産業別基準及び実務

対応基準） 

(2) 補足文書 

(3) （事務局による）解説記事 

14. 前項に示した文書それぞれの位置付け及びデュー・プロセスについては、次のとおりで

ある（カッコ内は、「サステナビリティ開示基準の開発に係る適正手続に関する規則」7

 
7 https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/due_process-ssbj_20240521.pdf 
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の条文番号）。 

文書の種類 
SSBJ基準の一部を 

構成するか 

公開草案の公表は 

必要か 

当委員会による 

議決は必要か 

サステナビリティ 

開示基準 

構成する 

（第 11条） 

必要 

（第 19条第 1項） 

必要 

（第 14条第 1項） 

補足文書 
構成しない 

（第 12条） 

必要と認められる 

場合に公表 

（第 19条第 1項） 

不要。ただし、審議

の上、了承を得る

（第 14条第 4項） 

解説記事 構成しない 不要 不要 

15. ISSB 基準の適用にあたり参考となるものを当委員会が SSBJ 基準の適用にあたり参考に

できるものとして取り入れるにあたり、ISSB が公表する基準内外の文書と、当委員会が

公表する基準内外の文書について、その強制力も含め揃えることが考えられる。本資料

第 9項のとおり、ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料は、ISSB 基準の適用

にあたり、従わなければならないものではない（強制力がない）ため、当該付属ガイダン

ス及び教育的資料は、補足文書又は解説記事として取り入れることが考えられる。 

16. また、当委員会が SSBJ基準の適用にあたり参考にできるものとして取り入れるにあたり、

ISSB基準適用企業が、ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料を参考にする程

度と、SSBJ基準適用企業が、当委員会が SSBJ基準の適用にあたり参考にできるものとし

て取り入れる文書を参考にする程度は、同程度になる必要があると考えられる。また、参

考にする程度を同程度にするためには、当委員会における当該文書の位置付けを ISSB基

準に関する付属ガイダンス及び教育的資料と同程度にすることが有効であると考えられ

る。 

17. ここで、本資料第 9項のとおり、ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料は ISSB

自身が公表する文書である。補足文書は、当委員会の審議の上、了承を得る文書であるの

に対し、解説記事は当委員会事務局が作成し、必ずしも当委員会において審議しないこ

とを考慮すると、補足文書とすることが同程度の扱いになると考えられるがどうか。 

 

ディスカッション・ポイント 

ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料の SSBJ 基準における位置付けの検討（本

資料第 9項から第 17項参照）について、ご質問やご意見があればいただきたい。 
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（２）当委員会の補足文書とする ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料

について 

18. ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料のうち、次のものは ISSB 基準の適用

にあたり参考となると考えられるため、SSBJ 基準適用企業が SSBJ 基準の適用にあたり

参考にできるように、当委員会の補足文書とすることが考えられる。 

(1) IFRS S1号に関する付属ガイダンス 

(2) IFRS S2号に関する付属ガイダンス 

(3) 教育的資料「気候関連のリスク及び機会の自然及び社会的側面」 

(4) 教育的資料「IFRS S1 号における要求事項を満たすための『SASBスタンダード』の使

用」 

(5) 教育的資料「現在の及び予想される財務的影響」 

(6) 教育的資料「サステナビリティ関連のリスク及び機会、並びに重要性がある情報の開

示」 

19. 前項の ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料を当委員会の補足文書として公

表するにあたり、当該文書の SSBJ基準上の位置付けを明確にするために、表紙及び補足

文書についての説明を冒頭に添付することが考えられる（別紙参照）。また、ISSB 基準

に関する付属ガイダンス及び教育的資料は英語で記載されているが、我が国の利害関係

者の利用に資するため、該当する日本語訳がない場合は当該文書を日本語訳したうえで

公表することが考えられる。さらに、ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料

内で参照されている項がある場合、当該項は ISSB基準のものであるため、参照項につい

て SSBJ基準との対照表を添付することが考えられる。 

Ⅴ．事務局による提案 

20. 以上の検討を踏まえ、ISSBが公表している次の文書については、SSBJ基準の適用にあた

り参考にできるように、当委員会の補足文書とすることが考えられるがどうか。 

(1) IFRS S1号に関する付属ガイダンス 

(2) IFRS S2号に関する付属ガイダンス 

(3) 教育的資料「気候関連のリスク及び機会の自然及び社会的側面」 
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(4) 教育的資料「IFRS S1 号における要求事項を満たすための『SASBスタンダード』の使

用」 

(5) 教育的資料「現在の及び予想される財務的影響」 

(6) 教育的資料「サステナビリティ関連のリスク及び機会、並びに重要性がある情報の開

示」 

21. 前項の ISSB基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料を当委員会の補足文書とするこ

とにご同意いただけた場合、別途、再審議中の確定基準の公表議決とあわせて、当該補足

文書を公表することについてご了承いただくことを予定している。 

 

ディスカッション・ポイント 

当委員会の補足文書とする ISSB 基準に関する付属ガイダンス及び教育的資料に関する事務

局の提案（本資料第 20 項及び第 21 項参照）について、ご質問やご意見があればいただきた

い。 

 

以 上 
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別 紙 

 

 

 

補足文書 

IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情

報の開示に関する全般的要求事項」 

に関する付属ガイダンス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20XX年 X月 X日 

サステナビリティ基準委員会 
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本補足文書について 

サステナビリティ基準委員会（以下「当委員会」という。）では、我が国のサステナビリテ

ィ開示基準（以下「SSBJ 基準」という。）の適用にあたって参考となるものの、SSBJ 基準を

構成しない文書について、当委員会の了承を得たうえで、補足文書を公表することとしてい

る。 

当委員会は、高品質で国際的に整合性のあるサステナビリティ開示基準を開発するにあた

り、IFRS サステナビリティ開示基準（以下「ISSB 基準」という。）と整合性のあるものとす

ることが有用であると考え、基本的に ISSB基準の内容を取り入れている。 

ISSB基準を開発する国際サステナビリティ基準審議会（以下「ISSB」という。）からは、ISSB

基準の理解に資するために、ISSB基準を構成しない付属ガイダンス（Accompanying Guidance）

が公表されている。ISSBより公表された付属ガイダンスのうち、「Accompanying Guidance on 

General Requirements for Disclosure of Sustainability-related Financial Information」

1は、SSBJ基準の適用にあたっても参考となると考えられることから、当委員会の了承を得て、

これに相当する補足文書を公表することとした。 

本補足文書は、SSBJ基準を構成しない。したがって、本補足文書に準拠しない場合であっ

ても、SSBJ基準に準拠している旨を表明することができる。 

本補足文書は、ISSBより公表された付属ガイダンスの和訳を添付する形を採っている。SSBJ

基準の文脈でこの付属ガイダンスの内容を考慮するにあたっては、次のように読み替えを行

う必要がある。 

 ISSB付属ガイダンス SSBJ基準 

1 頁 Xなど 〇〇〇 〇〇〇 

 

以 上 

 

 
1 https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/publications/pdf-standards-issb/english/2023/issued

/part-b/issb-2023-b-ifrs-s1-general-requirements-for-disclosure-of-sustainability-related-

financial-information-accompanying-guidance-part-b.pdf 


